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私達 ＮＰＯ法人輝け酒々井まちづくり研究会 が開催致します

映画会も今年で６回になります。この間、上映致しました映画

は、女性や高齢者が地域を活性化する映画や元気なまちづくりの

映画を上映してまいりました。また、昨年は後継者不足で米作り

が出来ない農家が増える中、都会に就職した娘が父親の死を機会

に米造り作りに挑戦し帰農する物語など多彩な分野の映画を無料

上映してまいりました。

今年の映画会は、「ぼけますから､よろしくお願いします」と

いう映画を上映致します。この映画は、超高齢化が急速に進行す

る日本に於いて老々介護の問題が核家族化と相まって大きな問題

になっていることを取り上げています。

この映画は、信友直子監督自身の両親が痴呆症になり、この進

行を記録した、笑いあり涙ありのドキュメンタリー映画です。こ

の映画は、他人事ではない自己の老いとは何か？家庭とは何か？

について問いかけています。

また、信友直子監督自身も乳がんになる中、実家で暮らす９５

歳の父、８７歳の母が繰り広げる日常生活を描いた作品です。一

度、ご覧になると勇気が湧きます。ご来場をお待ちしています。

日時：令和元年 7 月 14 日 開場 13：00 上映 13：30

会場：酒々井町中央公民館 入場無料

私達ＮＰＯ法人は、皆が支え合い助け合う共助の町づくり

活動をおこなっている団体です。酒々井町も、住民の高齢化

や生活の孤立化等によって、住民同士の人間関係が希薄にな

りつつあります。このため地域の一体感をより強固にするた

め、私達は年間を通して駅フェスの開催、自治会要望による

イベントの開催、地域情報の発信や住民活動団体の活動を広

報する「シスイッチ」の発行等を行い、住民相互の交流を活

発化させ共助を醸成する活動を行っています。この活動の一

つとして今

年 も Ｊ Ｒ

酒々井駅西

口広場を利

用して駅フェスを ８月３１日（土）に開催します。参加を

ご希望の住民活動団体の募集と皆様の御来場をお待ちしてい

ます。

詳細につきましては、近日中に、ポスターの掲示およびチ

ラシの配布を行いますので、ご確認ください。

写真は、過去に実施した駅フェスの模様です。

（右上：喜兵衛号によるコーヒーショップ 左下：Jr. UDに

よるダンスパフォーマンス）
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東 伝 院 (とうでんいん)

洞宗古木山東伝院は前墨から大川戸橋を渡った高崎川の南東部向墨(む

こうずみ)にあり、本尊は釈迦牟尼仏です。創建は文明１０年(1469 年)

本佐倉城を築城した千葉介輔胤で 千葉氏と有縁の寺院です。昭和初期に

は徳富蘇峰等文化人・著名人が度々訪れ、芸術文化の

発信地として地域に親しまれてきました。境内には室

町時代の下総式板碑や徳富蘇峰の詩碑があり、現在も

座禅会・写経会・茶道教室等の講座やイベントを行い、

「芸術・文化を発信する禅寺」をテーマに誰もが気軽に立ち寄ることのできるお寺を目指

していますので、是非訪れてみてはいかがですか。

分科会の様子

平成最後の音楽会、「明大マンドリン倶楽部コンサート in 酒々井」は、

ほぼ満席のお客様にお集まりいただき、成功裏に終えることができました。

「素晴らしい司会、演奏に青春を想い出しました。選曲、一曲一曲に感激。

若々しい力強い演奏、青春時代にタイムスリップしたようで、涙が止まり

ませんでした。」とアンケートに記入されていました。この感想が、コンサートに来られた方々の最大公約数

的な感想のようです。「今後も同企画を年に一度は行って欲しい。若い頃を思い出し、感激！ 古賀メロディ

最高！ 構成、司会、選曲 good。また酒々井に来て！」等、「再演希望」も多数いただきました。

このたびのコンサート開催にあたっては、私たち NPO 法人「輝け酒々井まちづ

くり研究会」の活動趣旨をご理解いただき、明大マンドリン倶楽部の皆さんには

多くのご協力を戴きました。改めて明大マンドリン倶楽部の皆さんに感謝申し上

げると共に、今後の益々のご活躍をお祈りいたします。

私たち NPO 法人は、次回も酒々井の文化の向上と町民の絆を深める活動とし

て、素晴らしいコンサートの企画を考えていきたいと思っております

演奏の様子

ほぼ満席の客席

日本一古い町酒々井に、小粒でもピカリ、日本で一番強い絆で結ばれた自

治会、こんな紹介がピッタリなのが墨区自治会かと思います。

総世帯数は 100 戸前後ながら県指定文化財の獅子舞は、年 2 回の六所神社

の祭りと共に、長い伝統を維持して区民の心を一つに結びつけています。

自治会は区長以下 18 名の役員によって運営され、健康な区民が総出の年 2

回の掃除や廃品回収、祭りの準備、獅子舞の練習、祭りの開催、パークゴル

フ会、三峯山参拝のバス旅行等、年間の行事は目白押し。区民相互の助け合いに

力を添える役割や資金集め活動も含め、献身的に役員が地域に果たす力は伝統の強みでしょうか。

役員は区長、副区長と選挙で選出される 2 年任期の区議員が 5 名、地域別の 7

区から毎年輪番で選出される組長 7 名、前区長と地元選出の町議会議員が勤め

る顧問 4 名で構成されている。地元選出の町議会議員が 3 名というのも自治意

識と絆の強さからの賜物だろうか。副区長が翌年は区長を勤めるしきたりとな

っており、この仕組みが活発な活動と伝統の維持の要であろうと思われます。

高齢化が進み地域での互助の大切さが叫ばれる時代にあって、強い絆で結ばれ

る墨区自治会の在り方は先達となるのではないでしょうか。
墨六所神社の獅子舞

墨区自治会館


